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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに

　近年，森林の水資源涵養機能が注目され，日本各地で植林が行わ

れている．その際，落葉樹の方が常緑樹よりも水資源涵養機能が高

いのではないかという考えのもとに，落葉樹の植樹が推奨されてい

る．しかし，現状では樹種の違いが河川流出量や流域貯留量に与え

る影響についての定量的知見は十分ではない．そこで本研究は，水

文データと現地観測結果をもとに，落葉樹域と常緑樹域の流出形態

の違いに関する知見を得ることを目的とする．本報は，日本国内の

5流域において両者の違いを検討した結果を報告する．

2.2.2.2.    解析対象流域解析対象流域解析対象流域解析対象流域

　解析の対象流域は，茨城県内の水沼ダムおよび花貫ダム，宮城県

内の大倉ダム，南川ダム，および樽水ダムの合計5流域である．各

ダムの位置および諸元を図-1に示す．

2.12.12.12.1　植生指標　植生指標　植生指標　植生指標NDVINDVINDVINDVIの年変動の年変動の年変動の年変動

　NDVI は人工衛星データから求まる緑色植物の活性度を示す指標

である． 解析対象の5流域におけるNDVIの年変動を図-2に示す．

図-2から，水沼ダムと花貫ダムのNDVIの変動幅が他の3流域より

も小さいため，この2流域は常緑樹林域が占める割合が高いと推測

される．よって本研究ではこれ以降，水沼，花貫の両ダム流域を常

緑樹林域，残りの3流域を落葉樹林域として扱う．

2.22.22.22.2　現地調査結果　現地調査結果　現地調査結果　現地調査結果

　落葉樹林域の代表として大倉ダムを，常緑樹域の代表として水沼

ダムおよび花貫ダムを対象として，流域植生の状況，落葉層厚，な

らびに表層土壌厚の合計3点に着目した調査を実施した．

　NDVI から推測した通り，水沼，花貫の両ダム流域に占める常緑

樹域の割合は，大倉ダム流域よりも高かった．落葉層厚は，流域間

で顕著な違いは見られなかった．表層土壌は，写真-1中の箱尺目盛

20cm付近が示すように，上層の黒色土壌と下層の茶色土層に分けら

れた．落葉樹林域では黒色土壌層が 50cm以下であったが，常緑樹

林域では黒色土壌層厚が 1m以上となる場合が多かった．また，森

林所有者の植林，維持，管理作業のためか，常緑樹域の土壌は空隙

に富んでおり極めて柔らかい状態にあった．
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図-1　解析対象流域

図-2　NDVIの年変動

写真-1　表層土壌
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ダム名 流域面積(km2) 勾配
水沼 37.0 0.087
花貫 44.0 0.062
大倉 88.5 0.075
南川 22.5 0.101
樽水 9.7 0.055



3.3.3.3.    水文量の算定水文量の算定水文量の算定水文量の算定

3.13.13.13.1　使用データセット　使用データセット　使用データセット　使用データセット

　解析対象の各ダム流域それぞれについて，平成8年から平

成10年までの日降水量，ダムへの日流入量，日平均気温のデ

ータを収集した．日平均気温は，日蒸発散量の推定に使用し

た．なお，大倉ダム流域の降水データは流域面積および最大

標高差が大きいため，他の流域よりも流域大代表性に乏しい．

3.23.23.23.2　日貯留量Δ　日貯留量Δ　日貯留量Δ　日貯留量ΔSSSS

  図-3に，式（1）から求めた日貯留量ΔSの年変動の一例を

示す．式(1)中の日蒸発散量C･EはHamon式より求めた．

ΔS＝P－D－C･E　　　　　　　　 (1)

ΔS：日貯留量 (mm/day)，P：日降水量 (mm/day)，D：日流

出量 (mm/day)，C：換算係数，E：蒸発散能 (mm/day)

4.4.4.4.    樹種構成と日貯留量の関係樹種構成と日貯留量の関係樹種構成と日貯留量の関係樹種構成と日貯留量の関係

　NDVIから流域の植生状況を示す 1つの有効なパラメータ

は夏季のNDVIと冬季のNDVIの差である．夏季のNDVIと

して NDVI の年間最大値を，冬季の NDVI として 11 月の

NDVIを選び，両者の差をNDVI-Dとした．このNDVI-Dと

データ収集期間の最大日貯留量ΔSmaxの関係を示すのが図-4

である．両者には負の相関があり，NDVI-D が小さい常緑樹

林の多い流域の方が落葉樹林の多い流域よりも最大日貯留量

が大きいことがわかる．同様に，NDVI-D とデータ収集期間

の最小日貯留量ΔSminの関係を図-5 に示す．両者には正の相

関があり，NDVI-D の大きい落葉樹林が多く分布する流域の

方が，ΔS の最小値が示す貯留量の日減少量が大きくなるこ

とが読み取れる．

5.5.5.5.    まとめまとめまとめまとめ

　落葉樹が多く分布する流域と常緑樹が多く分布する流域の

日貯留量について検討した結果，流域樹種構成を示す1つの

指標であるNDVI-Dと流域の日貯留量の最大値と最小値は，

それぞれ負の相関，正の相関があることがわかった．つまり，落葉樹の多く分布する流域の方が，常緑樹の多く分布

する流域よりも流出が早い傾向にある．これは，常緑樹域の土壌が多くの空隙を有し，柔らかいという現地調査結果

とも合致する結果である．限られた流域での解析結果ではあるが，本解析結果は一般的な考えに反しており，非常に

興味深いものである．
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図-3　日貯留量

図-4　NDVI-Dと最大日貯留量の関係

図-5　NDVIと最小日貯留量の関係
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